
『
周
易
。
に
お
け
る
太
極
の
思
想
的
意
義

佐
　
　
藤

貢

党

　
『
周
易
』
は
周
か
ら
春
秋
に
か
け
て
、
そ
の
「
経
」
部
が
成
立
し
、
後
、
呑

秋
か
ら
前
漢
に
か
け
て
「
経
」
の
解
釈
と
し
て
の
「
伝
」
（
十
翼
）
が
成
っ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
表
題
と
し
て
掲
げ
た
太
極
の
思
想
も
、

「
伝
」
部
に
お
い
て
看
取
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
繋

辞
伝
の
上
・
十
；
早
（
■
周
易
注
疏
L
に
よ
る
。
以
下
こ
れ
に
従
う
。
）
に
、

　
　
是
故
に
易
に
太
極
あ
り
。
こ
れ
両
儀
を
生
ず
。
両
儀
、
四
象
を
生
ず
。

　
　
四
象
、
八
卦
を
生
ず
。
八
卦
、
吉
凶
を
定
む
。
吉
凶
、
大
業
を
生
ず
。

と
い
わ
れ
る
。
太
極
に
論
及
す
る
場
合
、
右
の
と
お
り
両
儀
と
の
関
係
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
言
う
両
儀
と
は
、
両
儀
ド
四
象
－
八
卦

の
展
開
か
ら
考
え
て
、
基
本
的
に
は
「
陰
陽
」
と
捉
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
呂
氏
春
秋
L
仲
夏
紀
大
楽
篇
と
、
『
礼
記
』
礼
運
篇
の
次

の
内
容
が
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
は
共

に
、
成
書
年
代
が
繋
辞
伝
と
近
い
と
さ
れ
、
思
想
的
に
も
、
こ
れ
か
ら
述

べ
る
「
太
一
」
の
如
く
き
わ
め
て
類
似
す
る
点
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
伸
夏
紀
大
楽
篇
に
は

　
　
太
一
、
両
儀
を
出
だ
す
。
両
儀
、
陰
陽
を
出
だ
亥
陰
陽
変
化
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ち

　
　
一
上
一
下
。
合
し
て
章
を
成
す
。
－
（
中
略
）
…
万
物
の
出
づ
る
所
、

　
　
　
　
　
は
じ

　
　
太
一
に
造
ま
り
て
陰
陽
に
化
す
。

と
あ
る
。
ま
た
、
礼
運
篇
に
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

　
　
是
故
に
夫
れ
礼
は
必
ず
大
一
に
本
づ
く
、
分
か
れ
て
天
地
と
為
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
っ
と

　
　
転
じ
て
陰
陽
と
為
る
。
そ
の
降
す
る
を
命
と
日
う
。
其
れ
天
に
官
る
。

こ
れ
ら
、
繋
辞
伝
・
大
楽
篇
・
礼
運
篇
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
太
極
な
い
し

太
一
（
大
一
）
を
起
点
と
す
る
論
理
的
展
開
を
以
下
に
示
し
て
み
よ
う
。

　
○
繋
辞
、
太
極
－
両
儀
－
四
象
－
八
卦

　
○
大
楽
、
太
一
－
両
儀
－
陰
陽
－
万
物
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○
礼
運
、
大
一
－
天
地
－
陰
陽
－
四
時

繋
辞
伝
の
内
容
が
直
接
的
に
は
八
卦
の
成
立
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
こ
と

は
自
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
別
な
角
度
で
み
る
と
、
卦
交
に
象
ら
れ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
と
し
て
の
万
物
の
論
理
的
生
成
過
程
を
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
八
卦

（
な
い
し
六
十
四
卦
）
は
総
じ
て
こ
の
世
界
の
万
物
を
象
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
太
極
－
V
八
卦
の
図
式
は
そ
の
ま
ま
太
極
－
V
万
物
に
置
き
換
え

て
よ
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
繋
辞
伝
の
論
理
的
展
開
を
大
楽
、
礼
運
の
そ
れ
と
比
較
し

て
み
た
場
合
、
注
目
す
べ
き
は
次
の
点
で
あ
る
。
大
楽
で
は
両
儀
l
V
陰

陽
、
礼
運
で
は
天
地
1
v
陰
陽
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
繋
辞
伝
に
お
い
て

こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
「
両
儀
」
の
み
で
あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
両
儀
と

陰
陽
と
は
二
物
で
あ
っ
て
、
両
者
の
間
に
区
別
が
あ
る
か
の
如
く
考
え
ら

れ
よ
う
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
見
た
と
お
り
、

大
楽
の
下
文
に
「
万
物
の
出
づ
る
所
、
太
一
に
造
ま
り
て
陰
陽
に
化
す
。
」

と
あ
り
、
両
儀
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
ど
う
見
て
も
、
両
儀
が

「
そ
の
ま
ま
陰
陽
に
置
き
換
え
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
（
本
田
済
■
易

学
L
サ
ー
ラ
叢
書
、
一
二
二
頁
）
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
か
く

て
、
太
極
は
陰
陽
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
生
ず
」
と
は

「
成
立
せ
し
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
四
象
、
八
卦
を

生
ず
」
の
文
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
。
こ
れ
は
多
言
を
要
す
る
ま
で
も
な

く
、
た
と
え
ば
二
（
少
陰
）
の
上
に
陽
の
一
交
が
加
わ
れ
ば
≡
（
離
卦
）
に

な
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
端
的
に
、
「
四
象
は
八
卦
を

成
立
せ
し
む
。
」
と
も
一
言
い
え
る
。
以
上
の
論
理
か
ら
太
極
に
っ
い
て
も
、

原
則
的
に
は
こ
れ
を
く
陰
陽
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
V
と
解
し
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
太
極
の
思
想
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
陰
陽
思
想
と
の

連
関
に
留
意
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
戸
圧

（
十
翼
）
に
見
え
る
「
陰
陽
」
の
用
例
に
っ
い
て
細
か
く
分
析
し
っ
っ
、
『
周

易
』
に
お
い
て
太
極
が
本
来
、
如
何
な
る
思
想
的
意
義
を
有
す
る
の
か
を

論
究
す
る
。

　
尚
、
拙
稿
「
易
思
想
に
お
け
る
」
L
な
る
も
の
に
っ
い
て
」
（
「
比
較
思

想
の
途
」
2
）
に
お
い
て
、
す
で
に
太
極
思
想
の
提
要
を
述
べ
た
。
し
た
が

っ
て
、
以
下
の
論
述
の
過
程
で
重
複
す
る
部
分
が
多
く
あ
る
こ
と
を
、
断

っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
稿
に
お
い
て
は
「
＝
な
る
も
の
と
い
う
視

点
か
ら
、
道
と
太
極
と
を
並
列
に
扱
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
十

翼
全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
、
太
極
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
見

て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
際
「
十
翼
」
に
お
け
る
各
伝
の
先
後
関
係
に
は

さ
ほ
ど
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
。
各
伝
を
先
後
関
係
か
ら
論
ず
る
よ
り
も
、

そ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
に
盛
ら
れ
て
あ
る
患
想
構
造
を
把
握

す
る
こ
と
が
、
真
先
に
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。二

　
い
っ
た
い
陰
陽
は
十
翼
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
ろ
う
か
。
陰
陽
の
用
語
そ
れ
自
体
、
繋
辞
伝
に
最
も
多
く
見
え
て
い
る
。

繋
辞
伝
が
患
想
的
に
見
て
、
十
翼
中
最
も
重
要
な
内
容
を
持
つ
こ
と
は
周

知
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
同
伝
に
見
え
る
陰
陽
の
意
味
，
・
内
容
を
総
括

し
て
述
べ
て
み
よ
う
。
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陰
陽
は
多
く
”
陰
陽
二
気
”
を
意
味
し
て
い
る
。
繋
辞
伝
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
が
、
難
を
い
え
ば
、
陽
気
・
陰
気
と
い
っ
た
直
接
的
な
表
現

が
為
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
表
現
は
わ
ず
か
に
乾
卦
文
言
伝
に
「
陽
気
」
の
一
例
を
数
え
る
の
み
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
繋
辞
伝
に
見
え
る
用
例
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
問
題
は
充
分
に
解
決
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
繋
辞
伝
に
、
「
精
気
は
気

は
物
と
な
り
、
遊
魂
し
て
変
を
為
す
。
」
（
上
・
四
章
）
と
あ
る
。
こ
れ
は

純
粋
精
霊
な
る
（
ま
じ
り
け
が
な
く
す
ぐ
れ
た
働
き
を
も
つ
）
気
が
積
聚
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
物
が
生
ま
れ
、
聚
り
極
ま
れ
ば
遊
散
し
て
、
物
が
消
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（
死
）
な
い
し
は
異
類
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
で
は
い
っ
た
い
、

そ
う
し
た
積
聚
・
遊
散
は
ど
の
よ
う
な
し
く
み
で
起
こ
る
の
か
。
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ

つ
い
て
、
「
天
地
綱
経
し
、
万
物
化
醇
す
。
男
女
精
を
構
せ
て
万
物
化
生

す
。
」
（
下
・
四
章
）
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
に
言
う
天
地
は
万
物
を
生
成
し
、

育
む
天
地
で
あ
る
。
天
地
自
然
な
い
し
端
的
に
自
然
と
言
い
換
え
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
男
女
は
、
雌
雄
・
牡
牝
の
一
切
を
含
む
象
徴
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
地
が
密
に
交
わ
る
と
い
う
意
味
で
は
無
論
な
い
。

包
括
的
に
い
う
と
、
天
－
男
は
自
然
界
に
お
け
る
生
成
の
能
動
的
側
面
、

地
～
女
は
そ
の
受
動
的
側
面
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
従

来
の
所
説
に
し
た
が
っ
て
、
天
～
男
の
気
（
陽
気
）
と
地
～
女
の
気
（
陰
気
）

が
交
合
・
感
応
す
る
こ
と
と
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
陰
陽
は
一
義
的
に
は
陰
陽
二
気
を
意
味
す
る
。
同
時
に

こ
の
二
気
、
つ
ま
り
陰
～
消
極
、
陽
～
積
極
は
世
界
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る

対
立
相
の
象
徴
で
も
あ
る
。
お
よ
そ
中
国
的
思
惟
の
特
徴
と
も
言
い
得
る

で
あ
ろ
つ
が
、
繋
辞
伝
に
お
い
て
も
一
切
の
事
物
の
存
在
は
、
そ
の
運
動
・

変
化
を
含
め
て
対
立
相
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
く

辞
伝
が
、
「
天
は
尊
く
地
は
卑
く
し
て
乾
坤
定
ま
る
。
」
（
上
・
一
章
）
の
一

文
で
始
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
白
に
知
り
え
よ
う
。
ま
た
、
「
陰
陽
の
義

は
日
月
に
配
す
」
（
上
・
五
章
）
と
も
記
し
、
陰
陽
二
気
が
互
い
に
盛
ん
に

な
っ
た
り
衰
え
た
り
す
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
消
長
・
往
来
が
日
月
の
運
行

と
似
通
っ
て
い
る
と
い
う
。
か
か
る
天
と
地
、
尊
と
卑
、
日
と
月
、
の
ご

と
き
対
語
は
繋
辞
伝
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
詳
論
す
る
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
考
察
し
た
天
・
尊
・

日
な
い
し
は
、
往
・
暑
・
闘
な
ど
の
動
的
・
積
極
的
諸
相
が
陽
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
地
・
卑
・
月
な
い
し
、
来
・
寒
・
闘
な
ど
の
静
的
・
消

極
的
諸
相
が
陰
と
捉
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
細
か
く
見
れ
ば
、
同
じ
「
日
」
に
も

昇
る
～
陽
、
沈
む
～
陰
が
あ
る
。
ま
さ
に
陽
中
に
陰
あ
り
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
一
切
の
事
物
の
存
在
す
る
．

様
相
は
、
そ
の
性
質
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
積
極
と
消
極
の
二
面
、
す

な
わ
ち
陰
陽
二
相
か
ら
な
る
、
と
捉
え
ら
れ
る
。
以
上
が
繋
辞
伝
に
記
さ

れ
た
と
こ
ろ
の
「
陰
陽
」
の
意
味
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
既
に
検
討
し
た
交
は
無
論
の
こ
と
、
卦
に
つ
い
て
も

陰
陽
の
用
語
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
陽
卦
は
陰
多
く
、
陰
卦
は
陽
多
し
。
其
の
故
は
何
ぞ
や
。
陽
卦
は
奇
。

　
　
陰
卦
は
擢
。
其
の
徳
行
は
何
ぞ
や
。
陽
は
一
君
に
し
て
二
民
。
君
子

　
　
の
道
な
り
。
陰
は
二
君
に
し
て
一
民
。
小
人
の
道
な
り
。
（
傍
点
は
交
、

　
　
傍
線
は
卦
に
つ
い
て
言
う
。
）

右
は
三
画
卦
に
「
陰
陽
」
を
当
て
て
い
っ
て
い
る
。
卦
父
の
基
本
原
則
に
し

た
が
え
ば
、
一
な
い
し
一
の
い
ず
れ
か
が
一
交
と
し
て
あ
る
方
、
そ
れ
が

43



一
卦
の
主
で
あ
る
。
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
右
の
文
意
を
解
し
て
み
よ

う
。　
　
〈
陽
卦
（
震
彗
、
次
…
、
艮
…
）
は
陰
交
が
多
く
、
陰
卦
（
巽
…
、
離

　
　
…
、
党
…
）
は
陽
交
が
多
い
。
ど
う
し
て
か
。
陽
卦
は
陽
交
が
一
つ
、

　
　
陰
卦
は
そ
れ
が
二
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
V

こ
こ
ま
で
の
「
陰
陽
」
は
明
ら
か
に
卦
な
い
し
更
を
指
し
て
い
る
。
以
下
で

は
右
の
事
柄
を
人
事
に
擬
え
て
、

　
　
〈
そ
こ
に
表
白
さ
れ
た
徳
行
は
い
か
な
る
も
の
か
。
（
陽
交
を
君
、

　
　
陰
交
を
民
に
見
立
て
る
か
ら
）
陽
卦
は
一
君
二
民
で
あ
る
。
一
人
の

　
　
君
に
多
く
の
民
が
帰
属
す
る
の
で
あ
れ
ば
君
が
主
と
な
る
。
故
に
一

　
　
君
二
民
は
上
下
の
秩
序
が
正
し
く
君
子
の
徳
が
行
な
わ
れ
る
形
で
あ

　
　
る
。
．
こ
の
よ
う
に
君
が
（
徳
を
以
っ
て
）
民
を
導
く
の
が
君
子
の
道
で

　
　
あ
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、
陰
卦
は
二
君
一
民
の
姿
で
あ
る
。
二
君
・

　
　
が
一
民
を
求
め
て
争
え
ば
民
の
私
意
が
行
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
民
が
二
君
の
間
に
在
っ
て
私
利
を
得
る
。
こ
れ
は
小
人
の
遣
で
あ

　
　
る
。
V

と
、
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
半
部
の
陰
陽
の
用
例
で
は
、
卦
交
を
構
成
す

る
一
と
一
を
「
陰
と
陽
」
と
捉
え
、
こ
れ
を
存
在
の
諸
相
に
相
即
さ
せ
て

い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
つ
い
て
、

そ
の
存
在
と
生
成
・
変
化
が
、
易
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
す
る
、
こ
れ

は
繋
辞
伝
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
繋
辞
伝
の
、
「
易
与
天
地
準
。
」
（
上
・

三
章
）
と
い
う
一
文
は
、
易
が
世
界
の
一
切
の
事
物
を
象
ど
っ
て
い
る
、

と
い
う
か
か
る
基
本
姿
勢
の
端
的
な
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
観
点
を
か

え
て
い
う
と
、
「
陰
陽
」
も
「
生
成
一
変
化
」
も
、
本
質
的
に
は
、
世
界
に

お
け
る
事
物
に
っ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
一
見

卦
交
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
に
み
え
る
表
現
が
、
一
面
性
を
持
つ
も
の
で

な
い
こ
と
を
押
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
は
要
す
る
に
、
繋
辞
伝
に
お
け
る
陰
陽
の
意
味
が

基
本
的
に
は
陰
陽
二
気
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
こ
の
二
気
は
世
界
の
あ
ら

ゆ
る
事
物
の
窮
極
の
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
対
立
相

の
象
徴
で
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
「
陰
陽
」
に
は
か
か
る
両
義
性
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
十
翼
の
他
の
伝
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
よ
う
。
そ
の
す
べ
て
を

列
挙
す
る
と
、
筆
者
の
見
る
か
ぎ
り
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
〈
豪
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
3
r

　
○
泰
、
小
往
大
来
、
吉
亨
　
則
是
天
地
交
而
万
物
通
也
、
上
下
交
而
其

　
　
志
同
也
、
内
陽
而
外
陰
、
内
健
而
外
順
、
内
君
子
而
外
小
人
、
君
子

　
　
道
長
、
小
人
道
消
也
、
（
泰
卦
）

○
否
之
匪
人
、
不
利
君
子
貞
、
大
往
小
来
、
則
是
天
地
不
交
而
万
物
不

　
通
也
、
上
下
不
交
而
天
下
元
邦
也
、
内
陰
而
外
陽
、
内
柔
而
外
剛
、

内
小
人
而
外
君
子
、
小
人
道
長
、
君
子
道
消
也
、
（
否
卦
）

　
〈
小
象
V

○
潜
龍
勿
用
、
陽
在
下
也
、
（
乾
卦
、
初
九
）

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

○
履
霜
堅
泳
〔
至
〕
、
陰
始
凝
也
、
馴
到
其
道
、
至
堅
泳
也
、
　
（
坤
卦
、

初
六
）

　
〈
文
一
言
V

○
潜
龍
勿
用
、
陽
気
潜
蔵
、
（
乾
卦
）
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○
陰
難
有
美
、
含
之
以
従
王
事
、
弗
敢
成
也
、
地
遭
也
、
妻
道
也
、
臣

　
　
道
也
、
：
・
陰
疑
於
陽
必
戦
、
為
其
嫌
於
元
陽
也
、
故
称
龍
焉
、
（
坤

　
　
卦
）

　
　
〈
説
卦
V

　
○
観
変
於
陰
陽
而
立
卦
、
（
一
章
）

　
○
昔
者
聖
人
之
作
易
也
、
将
以
順
性
命
之
理
、
是
以
立
天
之
道
、
日
陰

　
　
与
陽
、
立
地
之
道
、
日
柔
与
剛
、
立
人
之
道
、
日
仁
与
義
、
兼
三
才

　
　
而
両
之
、
故
易
六
画
而
成
卦
、
分
陰
分
陽
、
迭
用
柔
剛
、
故
易
六
位
、

　
　
而
成
章
、
（
二
章
）

　
Q
戦
乎
乾
、
乾
西
北
之
卦
也
、
言
陰
陽
相
薄
也
、
（
四
章
）

右
に
示
さ
れ
た
「
陰
陽
」
の
用
語
に
つ
い
て
、
各
々
の
意
味
内
容
を
考
え
、

す
で
に
見
て
き
た
繋
辞
伝
の
そ
れ
と
も
比
較
対
照
し
、
十
翼
に
お
け
る
陰

陽
の
思
想
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
次
の
課
題
で
あ
る
。

　
ま
ず
豪
伝
で
の
用
例
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。
泰
卦
（
一
…
）
は
、
内
卦
が
純

陽
（
乾
）
、
外
卦
が
純
陰
（
坤
）
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
否
卦
（
量
妻
）
は
内
卦
、

外
卦
が
泰
と
は
正
反
対
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
「
内
、
陽

に
し
て
、
外
、
陰
」
（
泰
卦
）
な
い
し
、
「
内
、
陰
に
し
て
、
外
、
陽
」
（
否

卦
）
と
あ
る
「
陰
陽
」
が
、
卦
を
指
し
示
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で

き
る
。

　
次
に
小
象
伝
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
乾
卦
の
最
も
下
に
位
す

る
陽
叉
、
っ
ま
り
初
九
の
交
辞
に
、
「
潜
龍
、
用
う
る
こ
と
な
か
れ
。
」
と

あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
と
「
龍
」
は
、
陽
交
の
こ
と
で
あ
る
。
初
九

は
龍
が
水
中
に
潜
ん
で
い
る
象
で
、
ま
だ
、
世
に
出
る
べ
き
と
き
で
は
な
．

い
こ
と
を
表
わ
す
。
そ
こ
で
、
妄
り
に
動
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
〕

が
「
勿
用
」
と
あ
る
占
の
意
味
で
あ
る
。
小
象
伝
の
こ
の
一
文
は
、
象
と
占
の

つ
な
が
り
を
補
足
し
、
「
勿
用
」
と
い
う
占
断
が
生
じ
て
く
る
理
由
を
解
釈

し
て
、
「
陽
が
下
に
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
初
九
は
卦
全
体
か

ら
見
て
最
下
位
の
陽
に
は
違
い
な
い
。
こ
こ
に
い
う
「
陽
」
は
陽
交
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。
附
会
す
れ
ば
他
の
意
味
に
も
充
分
と
れ
よ
う
が
、
右
の
理

解
が
最
も
自
然
で
あ
る
。

　
さ
て
、
坤
卦
初
六
に
、
「
霜
を
履
み
て
堅
沐
至
る
。
」
と
あ
る
。
霜
を
履

ん
で
い
る
う
ち
に
、
し
ま
い
に
は
堅
い
氷
が
張
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

小
象
の
一
文
は
こ
れ
を
解
釈
し
て
、
「
陰
、
始
め
て
凝
る
な
り
。
そ
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
馴
致
し
て
堅
氷
に
至
る
。
」
と
い
う
。
こ
の
「
陰
」
は
諸
注
が
概
ね
一
致

し
て
い
る
と
お
り
、
「
陰
気
」
で
あ
る
。
陰
気
ー
こ
の
場
合
は
、
寒
気
の

意
味
で
あ
る
。
－
が
は
じ
め
て
凝
結
し
た
の
が
霜
で
あ
り
、
こ
の
道
（
こ

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

う
し
た
あ
り
か
た
）
を
繰
り
返
し
て
、
や
が
て
堅
い
氷
が
張
る
よ
う
に
な

る
、
と
い
う
の
が
小
象
を
通
し
て
見
た
解
釈
で
あ
る
。

　
次
に
茎
言
伝
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
す
で
に
考
察
し
た
「
潜
龍
勿
用
」
と

あ
る
、
乾
卦
初
九
を
解
し
て
、
「
陽
気
潜
蔵
す
れ
ば
な
り
。
」
と
い
う
。
文
一
言

伝
は
初
九
の
交
辞
を
陽
気
が
ひ
そ
み
か
く
れ
て
い
る
た
め
だ
、
と
解
釈
し

　
　
　
　
　
　
（
7
）

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
坤
卦
の
茎
言
伝
に
、
「
陰
は
美
あ
り
と
雄
も
、
こ
れ
を
含
み
て
以
っ

て
王
事
に
従
い
、
敢
え
て
成
さ
ざ
る
な
り
。
地
の
道
な
り
。
妻
の
道
な
り
。

臣
の
道
な
り
。
」
と
あ
る
の
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
「
陰
」
は
す
ぐ
れ
た
と
こ

ろ
（
美
点
）
を
持
っ
て
い
て
も
、
こ
れ
を
表
面
に
出
さ
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
包
み
か
く
し
て
王
の
事
に
従
い
、
自
ら
何
ら
か
の
事
を
企
図
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
g
）

は
し
な
い
。
そ
れ
が
地
の
道
で
あ
り
、
妻
の
道
で
あ
り
、
臣
の
道
、
っ
ま
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り
は
”
陰
の
道
。
で
あ
る
。
以
上
が
右
の
文
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ

て
い
る
「
陰
」
は
、
対
立
相
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
、
存
在
の
諸
相
の
、
消

極
的
側
面
で
あ
る
。

　
同
伝
に
は
ま
た
、
「
陰
、
陽
に
疑
わ
る
れ
ば
必
ず
戦
う
。
其
の
陽
な
き
に

う
た
が
嫌
わ
し
き
が
た
め
に
、
故
に
龍
と
称
す
。
」
と
い
う
。
は
じ
め
に
、
こ
の
一

文
が
坤
卦
上
六
の
解
釈
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
押
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
上
六
と
は
、
最
上
位
に
位
置
す
る
陰
交
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
坤
卦
上
六
の
交
辞
に
、
「
龍
、
野
に
戦
う
。
そ
の
血
玄
黄
。
」
と
あ
る
。

右
は
こ
の
前
半
部
（
1
線
部
）
を
解
し
て
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
文
言
伝

に
い
う
と
こ
ろ
の
要
点
は
二
つ
あ
る
。
乾
卦
の
初
九
の
交
辞
に
「
潜
龍
」
と

あ
り
、
そ
れ
（
龍
）
が
陽
（
交
）
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
。
他
、

に
も
、
九
二
に
「
見
龍
」
、
九
五
に
「
飛
龍
」
、
上
九
に
コ
几
龍
」
と
あ
る
。
で

は
、
い
っ
た
い
陰
（
叉
）
で
あ
る
上
六
の
父
辞
に
、
「
龍
」
の
語
が
見
え
る

の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
一
点
で
あ
る
。
そ
し
て
二
点

目
は
、
「
陰
、
陽
に
疑
わ
る
れ
ば
必
ず
戦
う
。
」
と
い
い
、
「
戦
う
」
こ
と
の

理
由
を
述
べ
て
い
る
。

　
順
序
は
逆
で
あ
る
が
、
第
二
点
目
か
ら
述
べ
て
み
る
。
陰
は
直
前
の
乾

卦
の
文
言
伝
に
見
た
と
お
り
、
本
来
陽
に
従
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
陰
は
上
六
の
位
に
あ
っ
て
勢
い
が
つ
よ
い
。
そ
こ
で
陽

　
（
m
）

の
疑
う
所
と
な
る
。
陽
が
動
い
て
、
こ
の
陰
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
が
、

陰
も
勢
い
盛
ん
で
あ
る
か
ら
後
へ
は
ひ
か
な
い
。
そ
こ
で
戦
い
と
な
る
の

で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
。

　
次
は
、
何
故
に
「
龍
」
の
語
が
見
え
る
の
か
と
い
う
第
一
点
目
を
考
え
て

み
よ
う
。
繰
り
返
す
と
、
そ
の
理
由
が
「
為
其
嫌
於
元
陽
也
、
故
称
龍
焉
」

で
あ
っ
た
。
「
元
」
の
字
に
つ
い
て
、
ま
ず
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
孔
頴
達
は

「
陰
」
の
盛
ん
な
こ
と
が
「
陽
」
に
似
て
お
り
、
し
か
も
す
べ
て
が
「
陰
」
1

坤
卦
は
純
陰
の
卦
で
あ
る
ー
で
、
「
陽
」
が
な
い
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
（
u
．
）

ら
龍
と
称
し
た
と
解
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
解
釈
は
い
か
に
も
苦
し

い
。
鈴
木
由
次
郎
、
高
亨
の
両
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
李
鼎
柞
の
。
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

易
集
解
』
に
も
「
元
」
の
字
は
な
い
の
で
あ
り
、
「
元
」
の
字
は
術
文
で
あ
る

と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
「
其
（
陰
）
の
陽
に
嫌
わ
し

き
が
た
め
に
、
故
に
龍
と
称
す
。
」
と
「
元
」
を
と
っ
て
読
む
方
が
自
然
で

あ
る
。
「
陰
」
の
勢
い
盛
ん
で
、
「
陽
」
と
ま
が
う
ほ
ど
だ
か
ら
龍
と
称
す
る
、

と
い
う
こ
と
で
無
理
な
く
意
味
も
通
じ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
と
こ
ろ
か

ら
、
文
言
伝
の
先
の
例
文
に
「
陽
気
」
と
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
の
例
文
に

言
わ
れ
る
陰
陽
は
直
接
的
に
は
、
陰
交
、
陽
交
を
指
す
も
の
と
患
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
か
か
る
陰
交
、
陽
交
に
相
即
す
る
も
の
と
し
て
、
「
陰
な
る
も
の
」
、

　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
・
　
　
　
　
…

「
陽
な
る
も
の
」
の
あ
り
か
た
が
示
さ
れ
て
い
る
と
受
け
と
れ
る
。

　
最
後
に
、
残
る
説
卦
伝
に
見
え
る
用
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
は
じ
め

は
、
「
変
を
陰
陽
に
観
て
卦
を
立
つ
。
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
換
言
す
る
と
、

万
物
の
変
化
を
陰
陽
の
消
長
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
か
ら
卦
を
画
し
た
、
と

な
ろ
う
。
す
で
に
繋
辞
伝
に
お
い
て
見
て
き
．
た
と
こ
ろ
の
、
陰
陽
の
意
味

内
容
－
陰
陽
二
気
の
消
長
が
世
界
の
事
物
の
生
成
で
あ
り
、
同
時
に
、

陰
陽
二
気
は
存
在
す
る
一
切
の
事
物
が
、
生
成
・
消
滅
を
含
め
て
お
よ
そ

対
立
相
に
お
い
て
あ
る
象
徴
で
あ
る
ー
と
概
ね
同
じ
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
こ
に
言
わ
れ
る
「
陰
陽
」
は
必
ず
し
も
「
陰
陽
二
気
」
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
孔
頴
達
も
こ
の
部
分
で
、
「
天
地
陰
陽
に
象
り

て
、
乾
坤
等
の
卦
を
立
つ
。
」
（
『
注
疏
L
巻
九
－
二
）
と
疏
し
た
。
説
卦
伝
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を
繋
辞
伝
よ
り
後
に
成
立
し
、
十
翼
中
、
新
し
い
伝
の
一
つ
と
見
な
す
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
μ
）

と
は
、
今
日
で
は
も
は
や
定
説
と
い
っ
て
よ
い
。
故
に
、
説
卦
伝
の
思
想

は
、
繋
辞
伝
の
そ
れ
を
経
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
説
卦
伝
の
記
載
は
陰

陽
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
象
・
小
象
・
文
言
の
各
伝
よ
り
も
、

論
理
的
に
は
整
合
的
で
、
し
か
も
や
や
詳
細
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
二

番
目
の
引
用
文
に
、
「
：
・
是
を
以
っ
て
天
の
道
を
立
っ
。
日
く
、
陰
と
陽

と
。
地
の
道
を
立
っ
、
日
く
、
柔
と
剛
と
。
人
の
道
を
立
っ
。
日
く
、
仁
と

義
と
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
天
道
・
地
道
・
人
道
の
語

は
繋
辞
伝
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
陰
陽
・
剛
柔
・
仁
義
を
配

当
す
る
の
は
説
卦
伝
に
の
み
見
ら
れ
る
思
惟
で
あ
る
。
説
卦
伝
で
は
、
天

道
・
地
道
・
人
道
を
、
各
々
相
対
的
に
見
て
、
こ
れ
と
一
卦
が
六
交
の
構

成
で
あ
る
こ
と
を
関
連
づ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
画
卦
を
説
明
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
三
才
を
兼
ね
て
こ
れ
を
両
つ
に
す
。
故
に
易
は
六
画
に
し

て
卦
を
成
す
。
」
と
言
う
。
・
つ
ま
り
、
画
卦
の
最
も
基
本
的
な
考
え
方
は
、

万
有
を
三
大
別
し
て
天
・
地
・
人
の
三
本
の
柱
を
立
て
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
ら
万
有
の
三
大
要
素
が
こ
こ
で
三
才
と
記
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。

一
卦
は
三
才
を
、
各
々
二
交
ず
つ
兼
備
す
る
か
ら
、
六
交
（
画
）
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
見
え
る
「
陰
陽
」

は
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
気
な
い
し
は
叉
の
一
方
に
限
定
さ
れ
た
意
味

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
繋
辞
伝
の
そ
れ
と
概
ね
同
じ
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が

　
そ
れ
で
は
さ
ら
に
続
く
、
「
陰
を
分
か
ち
陽
を
分
か
ち
、
迭
い
に
柔
剛
を

用
う
。
故
に
易
は
六
位
に
し
て
章
を
成
す
。
」
と
あ
る
「
陰
陽
」
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
文
は
前
文
の
六
画
（
交
）
に
よ
る
一
卦
の
構
成
に
続
い
て
、

そ
の
各
々
の
一
画
（
交
）
に
陰
の
位
・
陽
の
位
－
韓
康
伯
、
孔
頴
達
は
と

も
に
二
・
四
を
陰
位
、
三
・
五
を
陽
位
と
し
、
初
・
上
を
定
位
と
す
る
－

が
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
下
か
ら
二
交
目
は
陰

の
位
で
あ
り
、
こ
こ
に
一
す
な
わ
ち
陰
交
が
来
る
と
「
位
が
正
し
い
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
た
が

う
こ
と
に
な
る
。
「
迭
い
に
柔
剛
を
用
う
。
」
と
い
う
の
は
各
々
の
位
置
に
陰

交
、
陽
交
の
い
ず
れ
か
が
位
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
故
に
こ
そ
易
は
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

つ
の
位
（
六
交
～
画
）
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
文
を
成
し
、
天
地
の
事
物

の
変
化
に
応
じ
う
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
分
陰
分
陽
」
と
あ
る
「
陰

陽
」
と
は
、
陰
位
・
陽
位
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ま

　
ま
た
、
「
乾
に
戦
う
。
乾
は
、
西
北
の
卦
な
り
。
陰
陽
相
薄
る
を
言
う

な
り
。
」
と
あ
る
の
を
検
討
し
よ
う
。
右
は
八
卦
と
方
位
と
の
関
係
を
説
く

部
分
の
一
部
で
あ
る
。
朱
子
は
こ
の
章
に
つ
い
て
、
「
卦
位
を
推
す
の
説
、

多
く
未
だ
詳
か
な
ら
ざ
る
所
の
者
な
り
。
」
『
本
義
。
と
い
う
。
論
理
的
に

見
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
部
分
で
あ
る
。
今
、
孔
頴
達
に
従
う
と
、
乾
は
西

北
の
卦
で
あ
り
、
西
北
は
陰
の
地
で
あ
る
か
ら
、
陰
陽
相
い
薄
る
と
い
う

　
　
お
∀

こ
と
だ
、
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
卦
な
い
し
方
向
を
単
に
「
陰
陽
」
に
当

て
た
も
の
と
受
け
取
れ
る
。

　
以
上
、
十
翼
に
み
え
る
陰
陽
の
す
べ
て
の
用
例
に
っ
い
て
、
遂
次
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

意
味
内
容
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
を
総
括
す
る

と
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
言
い
う
る
。
十
翼
の
成
書
年
代
は
各
伝
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
は
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
も
つ
と
に
指
摘
が
為
さ
れ
て
い
る
。

に
も
が
か
わ
ら
ず
、
今
現
在
に
伝
わ
る
十
翼
の
全
体
を
見
わ
た
し
て
、
陰

陽
の
思
想
は
繋
辞
伝
に
み
え
る
と
こ
ろ
の
思
惟
に
憧
着
す
る
も
の
で
は
な

い
。
否
む
し
ろ
、
陰
陽
の
意
味
内
容
の
ほ
ぼ
全
体
は
、
繋
辞
伝
に
盛
ら
れ

て
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
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そ
こ
で
繰
り
返
す
と
、
十
翼
に
お
い
て
、
陰
陽
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事

物
の
窮
極
の
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
対
立
相
の
象
徴

で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
所
論
を
踏
ま
え
る
と
、
太
極
に
は
お
よ
そ
次
の
二
と
お
り
の
捉

え
方
が
可
能
で
あ
る
。
一
つ
に
は
陰
陽
を
二
気
と
捉
え
、
太
極
は
陰
陽
二

気
を
成
り
立
た
せ
る
、
す
な
わ
ち
二
気
に
分
化
す
る
前
の
”
一
気
”
な
い

し
”
原
初
の
気
”
と
す
る
、
い
わ
ば
狭
義
の
解
釈
が
あ
る
。
そ
も
そ
も

二
」
な
い
し
「
原
初
」
が
ど
う
い
う
意
味
か
は
究
明
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ

る
が
、
こ
の
点
は
後
に
解
れ
た
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
界
の
存
在
の
様

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

態
を
陰
陽
二
気
に
象
徴
さ
れ
る
対
立
相
と
し
て
捉
え
、
そ
の
対
立
相
を
統

一
す
る
の
が
太
極
だ
と
す
る
広
義
の
解
釈
も
成
り
立
っ
。
い
う
ま
で
も
な

く
両
者
問
の
解
釈
の
相
違
は
、
す
で
に
見
て
き
た
陰
陽
の
思
想
内
容
そ
の

も
の
、
い
う
な
れ
ば
、
「
陰
陽
」
の
両
義
性
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
患
わ
れ
る
。

三

　
漢
代
の
易
学
に
お
い
て
、
太
極
が
多
く
「
気
」
を
以
っ
て
把
握
さ
れ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
．
〃
）

い
う
指
摘
が
為
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
と
お
り
漢
易
は
象
数
に
よ
っ
て
易

を
解
し
た
の
で
あ
っ
て
、
。
義
理
（
論
理
）
を
以
っ
て
解
し
た
の
で
は
な
か
っ

た
。
象
数
易
を
義
理
易
の
い
ず
れ
が
よ
い
か
は
、
一
概
に
断
定
で
き
な
い

し
、
ま
た
そ
う
す
べ
き
問
題
で
も
な
い
。
易
が
本
来
ト
書
の
書
で
あ
っ
た

点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
朱
子
の
言
を
侯
た
ず
と
も
、
象
数
を
捨
象
す

べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
易
の
思
想
性
を
重
視
し
、
易
的
論
理
を
探
究

し
よ
う
と
す
る
見
地
に
立
て
ば
、
自
ず
か
ら
義
理
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
魏
の
王
弼
（
二
二
六
～
二
四
九
）
に
始
ま
る
、
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
〕

理
易
に
連
な
る
諸
家
の
中
で
、
太
極
を
「
気
」
に
よ
っ
て
説
明
し
、
し
か
も

後
世
に
伝
わ
る
人
物
と
い
え
ば
、
筆
者
の
見
る
か
ぎ
り
孔
頴
達
が
挙
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
の
考
察
に
お
い
て
、
初
め
に
孔
頴
達
の
解
釈

を
も
と
に
狭
義
の
意
味
で
の
太
極
－
陰
陽
二
気
の
論
理
的
関
係
を
閲
明

し
た
い
。
し
か
も
こ
こ
で
、
考
察
の
端
緒
と
し
て
高
田
真
治
氏
の
所
論
を

採
り
上
げ
た
い
。
氏
は
一
見
ば
ら
ば
ら
の
如
く
見
え
る
繋
辞
伝
の
記
載
を
、

統
一
的
に
論
理
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
企
図
さ
れ
た
。
そ
の
姿
勢
は
太
極

の
論
究
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
。
同
時
に
氏
の
太
極
の

解
釈
は
、
孔
頴
達
の
見
解
を
利
用
し
て
立
論
が
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
本
節
の
主
題
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
高
田
氏
は
ま
ず
、
「
孔
頴
達
の
正
義
に
、
『
太
極
謂
天
地
未
分
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
レ

前
、
元
気
混
而
為
レ
「
と
あ
る
の
が
、
恐
ら
く
最
も
古
義
を
得
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
」
（
『
東
洋
思
潮
』
、
「
易
の
思
想
」
、
岩
波
書
店
、
二
八
頁
）
と
前

置
き
し
て
、
「
此
の
＝
兀
の
気
が
変
化
し
て
或
は
陰
と
為
り
或
は
陽
と
為
る

無
限
の
作
用
を
為
す
の
で
あ
る
。
故
に
太
極
は
陰
陽
を
包
括
す
る
太
陽
の

気
で
あ
る
と
謂
う
こ
と
が
出
来
る
。
」
（
同
前
、
傍
点
筆
者
）
と
さ
れ
る
。

氏
は
、
孔
頴
達
に
お
い
て
、
太
極
が
二
元
の
気
」
と
把
握
さ
れ
て
い
る
も

の
と
捉
え
、
氏
独
自
の
思
考
に
よ
っ
て
こ
れ
を
敷
術
し
、
改
め
て
「
太
陽
の

気
」
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
を
述
べ
て
、
「
易
の
思
想
は
、
陰
陽
を
対

待
し
て
説
く
け
れ
ど
も
、
最
も
重
ん
ず
る
所
は
生
成
と
発
展
を
主
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
〕

太
陽
に
在
る
の
で
あ
る
。
：
・
故
に
易
は
一
陰
一
陽
之
謂
易
と
日
っ
て
、

陰
陽
二
気
の
作
用
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
其
が
未
だ
陰
陽
に
分
か
れ
な
い
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で
或
は
陰
と
為
り
、
或
は
陽
と
為
る
所
の
根
元
的
な
二
兀
気
は
、
活
動
的

流
行
作
用
を
説
く
易
に
在
っ
て
は
、
其
が
凝
集
静
止
す
る
陰
に
属
す
べ
き

も
の
で
は
な
く
て
、
活
動
流
行
の
陽
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
同
前
）
と
説
明
さ
れ
る
。

　
氏
に
よ
れ
ば
、
太
極
と
は
陰
陽
未
分
で
し
か
も
根
元
的
な
二
兀
気
で
あ

り
、
こ
の
「
一
」
は
陰
陽
未
分
を
意
味
し
、
コ
兀
」
は
根
元
を
意
味
す
る
。
つ

ま
り
、
太
極
と
は
根
元
的
な
「
気
」
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
「
気
」
は
陽
的

な
も
の
で
あ
っ
て
「
太
陽
の
気
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
「
太
陽
」
が
「
日
」

を
意
味
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
陽
の
大
い
な
る
も
の
」
で
あ
る
の
か
は
明

ら
か
で
な
い
。
し
か
し
「
陰
陽
を
包
括
す
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら

く
は
後
者
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
暖
昧
さ
は
残
る
で
あ
ろ
う
。
高
田

氏
は
孔
頴
達
の
見
解
を
利
用
し
っ
っ
、
，
こ
の
よ
う
に
太
極
を
解
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
孔
頴
達
自
身
の
思
想
の
検
討
に
移
ろ
う
。
右
の
、
高
田
氏
の

論
拠
は
次
の
部
分
に
あ
る
。

　
　
正
義
に
日
く
。
太
極
は
天
地
未
だ
分
か
れ
ざ
る
の
前
、
元
気
混
じ
て

　
　
一
を
為
す
を
謂
う
。
即
ち
こ
れ
太
初
太
一
な
り
。
故
に
老
子
に
云
く
、

　
　
道
一
を
生
ず
と
。
即
ち
こ
の
太
極
こ
れ
な
り
。
ま
た
謂
く
、
混
元
既

　
　
に
分
か
る
れ
ば
即
ち
天
地
あ
り
。
（
『
注
疏
L
巻
七
－
二
八
）

孔
頴
達
に
よ
れ
ば
太
極
と
は
端
的
に
、
「
謂
天
地
未
分
之
前
、
元
気
混
而

而
為
一
」
で
あ
る
。
高
田
氏
は
こ
こ
か
ら
「
一
元
気
」
な
い
し
二
元
の
気
」

を
以
っ
て
太
極
と
さ
れ
た
。
－
た
だ
し
孔
頴
達
の
疏
に
即
し
て
見
れ
ば
、

後
者
は
必
ず
し
も
適
切
な
表
現
と
は
い
え
な
い
。
1
ま
ず
、
〈
元
気
が

混
じ
り
合
っ
て
い
る
、
こ
れ
を
太
極
と
呼
ぷ
の
だ
V
と
い
う
点
に
注
目
し

た
い
。
高
田
氏
は
「
元
気
」
そ
の
も
の
を
指
す
と
把
握
さ
れ
た
が
、
細
か
く

分
析
し
て
み
る
と
、
太
極
が
「
元
気
」
そ
れ
自
体
を
指
す
と
も
受
取
れ
る
し
、

あ
る
い
は
「
元
気
」
が
「
為
一
」
に
あ
る
、
そ
う
し
た
気
の
様
態
を
指
す
、
と

も
読
め
る
。
後
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
太
極
は
「
気
」
そ
れ
自
体
を
離
れ
、

む
し
ろ
存
在
様
態
の
謂
に
近
ず
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
を
是

と
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
右
の
部
分
か
ら
簡
単
に
論
定
で
き
る

と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
こ
の
問
題
の
考
究
の
た
め
に
は
、
こ
こ
に
見
え
る
「
太
一
」
の
語
が
参
考

に
な
ろ
う
。
■
礼
記
』
礼
運
篇
に
、
「
是
故
に
、
夫
れ
礼
は
必
ず
太
一
に
本

づ
く
。
分
か
れ
て
天
地
と
為
り
、
転
じ
て
陰
陽
と
為
る
。
そ
の
降
す
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
の
っ
と

命
と
い
う
。
其
れ
天
に
官
る
。
」
と
見
え
る
。
高
田
氏
は
こ
の
点
に
は
触
れ

て
お
ら
れ
な
い
が
、
礼
運
の
疏
は
ぜ
ひ
と
も
参
看
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

孔
頴
達
は
そ
の
疏
の
中
で
、
右
の
問
題
に
っ
い
て
よ
り
詳
細
に
論
じ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

　
○
必
ず
大
一
に
本
づ
く
と
は
、
天
地
未
だ
分
か
れ
ざ
る
の
混
沌
の
元
気

　
　
を
謂
う
な
り
。
極
め
て
大
な
る
を
天
と
日
う
。
未
だ
分
か
れ
ざ
る
を

　
　
一
と
日
う
。
其
の
気
既
に
極
め
て
大
に
し
て
未
だ
分
か
れ
ず
。
故
に

　
　
大
一
と
日
う
な
り
。

　
○
分
か
れ
て
天
地
と
為
る
と
は
、
混
沌
の
元
気
す
で
に
分
か
れ
て
、
軽

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
清
な
る
は
天
と
為
り
て
上
に
在
り
、
重
濁
な
る
は
地
と
為
り
て
下
に

　
　
在
る
。
而
し
て
礼
を
制
す
る
者
は
こ
れ
に
法
り
て
以
っ
て
尊
卑
の
位

　
　
を
立
つ
る
な
り
。
（
礼
運
・
巻
二
十
二
、
傍
点
筆
者
）

太
極
と
同
義
と
さ
れ
る
大
一
は
「
謂
天
地
未
分
混
沌
之
元
気
也
」
と
措
定

さ
れ
て
い
る
。
孔
頴
達
は
「
元
気
」
そ
れ
目
体
を
指
し
て
太
極
と
考
え
て

い
た
こ
と
が
、
こ
こ
に
一
応
は
看
取
さ
れ
る
。
で
は
「
元
気
」
と
は
何
で
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あ
ろ
う
か
。
先
の
高
田
氏
は
こ
れ
を
「
太
陽
の
気
」
と
言
い
換
え
ら
れ
、

陰
陽
が
明
確
に
分
か
れ
ず
に
陰
と
な
り
陽
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
活
動

流
行
す
る
陽
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
解
釈
は
す
で
に
述
べ
た

と
お
り
、
孔
頴
達
の
思
惟
を
離
れ
た
氏
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
高

田
氏
に
従
っ
て
解
釈
を
試
み
る
場
合
、
か
か
る
陽
的
な
気
が
何
故
に
陰
陽

二
気
、
と
り
わ
け
陰
気
に
分
化
（
転
化
）
し
う
る
の
か
、
改
め
て
問
わ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
陰
陽
二
気
と
い
わ
れ
る
場
合
の
「
気
」
と
、
か

か
る
陰
陽
二
気
の
以
前
に
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
を
包
括
す
る
太
陽
の

「
気
」
と
が
概
念
的
に
同
一
で
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
も
生
む
で
あ
ろ
つ
。

陰
陽
二
気
の
「
気
」
と
太
陽
の
「
気
」
と
で
は
す
で
に
範
購
を
異
に
し
、

し
た
が
っ
て
そ
れ
が
内
包
す
る
と
こ
ろ
に
変
化
を
生
じ
て
い
な
い
と
は
断

言
で
き
な
い
。
仮
り
に
双
方
の
「
気
」
が
内
包
を
同
じ
く
す
る
と
す
る
な

ら
ば
、
易
は
む
し
ろ
太
極
二
兀
論
を
根
幹
と
し
て
い
る
と
看
傲
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
易
が
い
わ
ゆ
る
陰
陽
二
元
論
を
自
ら
の
根
本
と
し
て
い
る

こ
と
と
は
ど
う
見
て
も
相
い
入
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て

高
田
氏
の
所
論
は
、
や
や
論
理
的
整
合
性
に
欠
け
る
こ
と
は
否
め
な
い
で

あ
ろ
う
。
］
兀
気
」
と
「
陰
陽
二
気
」
の
関
係
は
、
一
気
か
ら
二
気
へ
の
分

化
と
い
っ
た
、
平
面
的
な
図
式
に
よ
る
把
握
で
は
掘
み
切
れ
な
い
問
題
で

あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
も
は
や
予
見
さ
れ
よ
う
。

　
そ
こ
で
右
に
引
い
た
礼
運
の
疏
の
後
半
部
に
注
目
し
た
い
。
原
文
で
示

す
と
　
　
分
而
為
天
地
者
、
混
沌
元
気
既
分
、
軽
清
為
天
在
上
、
重
濁
為
地
在

　
　
下
。

で
あ
る
。
（
大
一
が
）
分
か
れ
て
天
地
と
な
る
と
い
う
の
は
、
混
沌
の
元
気

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
分
か
れ
、
軽
清
な
る
も
の
は
天
と
な
っ
て
上
に
あ
り
、
重
濁
な
る
も
の

は
地
と
な
っ
て
下
に
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
字
義
通
り
解
す
れ
ば
一
種
の

「
天
地
開
闘
」
の
思
想
と
な
ろ
う
。
『
列
子
』
天
瑞
篇
に
こ
れ
と
類
似
し
た

記
載
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
う
し
た
考
え

方
が
中
国
的
思
惟
の
根
底
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
、
わ
れ
わ
れ

が
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
を
た
だ
ち
に
信
じ
う
べ
く
も
な
く
、
む
し
ろ

存
在
す
る
物
の
生
成
す
る
過
程
を
、
素
朴
な
論
理
に
よ
っ
て
跡
付
け
よ
う

と
し
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
か
か
る
思
惟
の
構
造
そ
の
も

の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
右
に
示
さ
れ
た
「
混
沌
元
気
」
と
い
う
表
現
の
内

に
、
す
で
に
彼
が
「
軽
清
の
気
」
と
「
重
濁
の
気
」
の
二
種
を
考
え
て
い
る

と
見
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
充
分
可
能
で
あ
る
。
孔
頴
達
は
〕
兀
気
」
を
「
混

元
」
な
い
し
「
混
沌
」
と
説
明
し
、
し
か
も
そ
れ
が
分
か
れ
る
と
い
う
の
み

で
、
コ
兀
気
」
そ
れ
自
体
を
規
定
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
そ
の
混
沌
の
元
気

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
分
化
す
る
過
程
に
お
い
て
、
軽
清
・
重
濁
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
に

す
ぎ
な
い
。
彼
の
疏
に
一
気
～
一
元
気
と
二
気
と
い
っ
た
載
然
た
る
区
別

が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
に
は
決
定
的
論
拠
が
な
い
。
し
た
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

て
、
か
か
る
二
気
を
離
れ
て
別
の
い
わ
ゆ
る
一
気
～
一
元
気
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
と
看
傲
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
細
見
す
れ
ば
、
孔
頴
達

の
思
考
は
、
あ
く
ま
で
二
元
論
の
枠
を
出
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
確
か

に
彼
の
疏
か
ら
二
気
」
と
い
う
こ
と
は
い
い
え
よ
う
。
だ
が
そ
の
二
」

と
は
「
未
分
」
を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
る
。
故
に
そ
の
「
一
」
に
、
も
と
よ

り
異
種
の
も
の
が
含
ま
れ
え
な
い
と
は
決
し
て
断
言
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

高
田
氏
の
捉
え
る
ご
と
き
、
一
気
↓
二
気
の
判
然
た
る
図
式
を
、
孔
頴
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達
の
思
惟
の
う
ち
に
見
い
出
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
む

し
ろ
彼
は
陰
陽
－
孔
頴
達
で
は
そ
れ
が
軽
清
・
重
濁
で
あ
り
、
天
地
で

あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
1
二
気
を
全
体
と
し
て
捉
え
て
、
二
兀
気
と
い

い
、
『
老
子
』
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
一
」
に
比
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
孔
頴
達
の
い
う
太
極
は
、
陰
陽
二
気
を
全
体
把
握
と
し
て
、
端

的
に
「
（
元
）
気
」
と
捉
え
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
と
す
る
と
か
か
る
二
」

は
体
験
に
よ
ら
な
い
、
一
見
思
弁
的
な
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

『
論
語
L
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
北
辰
（
北
極
星
）
の
例
が
示
す
よ
う
に
、

根
源
・
究
極
・
中
心
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
い
つ
の
時
代
に
も
絶
え

ず
志
向
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
以
下
に
お
い
て
さ
ら

に
論
究
す
る
。

　
広
義
で
の
太
極
－
陰
陽
に
っ
い
て
考
え
る
場
合
、
ま
ず
太
極
を
対
立

相
を
統
一
す
る
も
の
と
解
し
う
る
、
そ
う
し
た
思
惟
が
繋
辞
伝
に
見
ら
れ

る
か
ど
う
か
が
、
重
要
な
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
繋
辞
伝
の
下
・
三
章
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
易
に
日
く
。
「
憧
憧
と
し
て
往
来
す
れ
ば
朋
の
み
爾
の
思
い
に
従
わ

　
　
ん
。
」
と
。
子
日
く
、
天
下
何
を
か
思
い
何
を
か
慮
ら
ん
。
天
下
帰
を

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
同
じ
く
し
て
塗
を
殊
に
す
。
致
を
一
に
し
て
慮
を
百
に
す
。
天
下
何

　
　
を
か
思
い
何
を
か
慮
ら
ん
。
日
往
け
ば
月
来
た
る
。
月
往
け
ば
日
来

　
　
た
る
。
日
月
相
い
推
し
て
明
生
ず
。
寒
往
け
ば
暑
来
た
る
。
暑
往
け

　
　
ば
寒
来
た
る
。
寒
暑
相
い
推
し
て
歳
な
る
。
（
傍
点
筆
者
）

こ
こ
で
、
と
り
わ
け
傍
点
を
施
し
た
、
「
天
下
同
帰
而
殊
塗
、
一
致
而
百

慮
」
に
注
目
し
て
み
た
い
。
そ
の
要
旨
は
、
〈
天
下
の
事
は
結
果
を
同
じ

く
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
は
違
っ
た
行
い
方
を
し
、
突
き
詰
め
れ
ば

　
一
つ
処
に
至
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
と
思
慮
を
巡
ら
す
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

だ
。
V
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
「
同
帰
」
二
致
」
と
い
う

、
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
一
方
で
は
事
象
を
含
む
万
物
の
存
在
様
態
を
対
立
相

に
お
い
て
捉
え
な
が
ら
、
天
下
（
世
界
）
の
事
は
、
「
帰
を
同
じ
己
致
を
一

に
す
る
」
と
規
定
す
る
こ
と
は
一
見
矛
盾
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
取
れ

る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
引
用
文
に
見
え

る
日
月
、
寒
暑
の
例
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う
。
「
日
往
則
：
・
歳
成
焉
」
の

要
旨
は
、
〈
日
が
去
れ
ば
月
が
昇
り
、
月
が
去
れ
ば
日
が
昇
る
。
日
と
月

と
が
互
い
に
推
移
し
、
こ
の
世
界
の
”
明
る
さ
。
が
生
じ
る
。
ま
た
冬
の

寒
さ
が
去
る
と
夏
の
暑
さ
が
来
る
。
夏
の
暑
さ
が
去
る
と
再
び
冬
の
寒
さ

が
来
る
。
寒
暑
が
互
い
に
推
移
し
”
一
年
。
が
成
る
。
V
で
あ
る
。

　
日
と
月
、
寒
と
暑
は
そ
れ
ぞ
れ
”
対
立
的
〃
な
現
象
で
あ
る
ド
ー
日
月
も

古
代
人
の
目
に
は
自
然
現
象
の
一
部
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
”
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
つ
い

立
的
”
と
い
う
に
は
必
ず
し
も
相
応
し
く
な
い
が
、
い
わ
ば
”
一
対
”
と
い

う
こ
と
は
い
え
る
。
ー
し
か
も
、
日
月
・
寒
暑
は
単
に
対
立
的
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
で
は
な
い
。
日
月
の
運
行
が
こ
の
世
界
の
明
る
さ
を
成
し
て
い
る
。
翻

っ
て
、
「
明
」
に
お
い
て
両
者
は
互
い
の
相
い
異
な
る
属
性
を
捨
象
し
、
不

可
分
の
全
体
、
っ
ま
り
「
一
」
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
日
月
と
「
明
」
と
は

本
来
「
二
而
一
、
一
而
二
」
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
”
日
と
月
が
往
来
し
終

っ
て
明
が
生
ず
る
”
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
日
月
の
一
方
が
現
象
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
「
明
」
は
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
寒
暑
に

つ
い
て
も
、
寒
が
あ
っ
て
暑
が
自
覚
さ
れ
、
暑
が
あ
っ
て
寒
が
自
覚
さ
れ

る
と
い
う
よ
う
に
、
両
者
は
む
し
ろ
相
待
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
っ
ま
り
、

単
に
現
象
と
し
て
見
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
寒
暑
は
相
友
的
・
対
立
的
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で
あ
る
が
、
「
歳
」
に
お
い
て
両
者
は
相
待
的
で
あ
り
、
か
つ
連
続
で
あ
る
。

か
か
る
相
待
の
関
係
を
支
え
る
の
が
「
歳
」
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
「
歳
」
に

お
い
て
は
寒
暑
は
、
い
わ
ば
「
一
」
と
い
え
る
。
わ
れ
わ
れ
の
日
常
的
経
験

か
ら
は
、
寒
さ
、
暑
さ
が
一
巡
し
て
「
歳
」
が
成
る
（
一
年
が
過
ぎ
る
）
こ

と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
経
験
的
に
は
寒
暑
が
先
で
あ
る
。
だ
が
常
に
「
歳
一

は
成
っ
て
い
る
。
故
に
、
こ
の
場
合
も
前
者
と
同
様
に
寒
暑
と
歳
と
は

「
二
而
一
、
一
而
二
」
で
あ
る
。
「
二
而
一
、
一
而
二
」
の
論
理
を
元
の
文

脈
に
即
し
て
言
い
換
え
る
と
、
〈
明
は
日
月
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
逆
に

日
月
は
明
に
お
い
て
あ
る
。
V
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
後
者
も
同
様
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

〈
歳
は
寒
暑
に
よ
っ
て
成
立
し
、
逆
に
寒
暑
は
歳
に
お
い
て
あ
る
。
V
と

い
え
る
。
日
月
と
明
、
寒
暑
と
歳
は
そ
れ
ぞ
れ
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
。

こ
こ
で
述
べ
た
、
日
月
と
明
、
寒
暑
と
歳
に
み
え
る
コ
一
而
一
、
一
而
二
」

の
論
理
の
型
は
、
あ
ら
ゆ
る
対
立
、
相
待
の
諸
相
に
あ
て
は
ま
る
と
患
わ

れ
る
。
ち
な
み
に
、
人
～
男
女
の
論
理
的
関
係
も
又
右
の
”
論
理
の
型
”

に
符
号
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
社
会
の
構
成
員
と
し
て
は
、
あ
く
ま

で
男
の
人
で
あ
り
女
の
人
で
あ
る
。
だ
が
両
者
と
も
に
「
人
」
で
あ
る
。
逆

に
男
と
い
い
女
と
い
う
も
、
「
人
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
じ
め

て
、
そ
の
よ
う
に
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
一
切
の
事
物
の
存
在
様
態
を
対
立
・
相
待
の
相
に
お
い
て
捉

え
る
こ
と
と
、
同
時
に
か
か
る
存
在
構
造
を
「
同
帰
」
「
一
致
」
と
看
傲
す

こ
と
と
は
、
右
に
考
察
し
た
と
お
り
、
両
者
の
相
即
関
係
に
お
い
て
止
揚

さ
れ
る
。
こ
こ
に
対
立
（
相
待
）
相
を
統
一
す
る
も
の
を
導
出
す
る
思
惟
の

構
造
を
、
明
瞭
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
所
論
に
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
広
義
に
解
し
て

の
太
極
と
は
、
次
の
よ
う
に
提
立
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
陰
陽
と
太
極
、

両
者
の
連
関
は
本
質
的
に
は
「
二
而
一
、
一
而
二
」
で
あ
る
。
経
験
的
に
は

事
物
一
般
（
万
物
）
の
存
在
構
造
は
、
万
物
：
・
陰
陽
－
太
極
の
構
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
し
か
も
、
万
物
を
存
在
せ
し
め
る
も
と
か
ら
た
ど

れ
ば
か
か
る
構
図
は
太
極
に
始
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
、
論
理
的

に
は
「
一
」
が
先
で
あ
る
。
「
太
極
生
両
儀
」
は
こ
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ

た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
要
す
る
に
、
太
極
は
陰
陽
に
支
え
ら
れ
、
陰
陽

は
太
極
に
支
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
太
極
を
起
点
と
す
る
論
理
構
成
か
ら

見
れ
ば
、
陰
陽
は
太
極
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
太
極
は
陰
陽
す
な
わ
ち
対

　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
な
る
も
の

立
．
相
待
を
支
え
る
「
一
者
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
一
者
」
が
発
出
論

的
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
な
く
、
ま
し
て
創
造
主
た
る
二
者
」
で
な
い
こ

と
は
右
の
所
論
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
繰
り
返
す
と
、
運
動
・

変
化
を
含
む
一
切
の
事
物
は
対
立
相
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
、
こ
の
対
立
・

相
待
を
そ
の
よ
う
に
在
ら
し
め
る
「
一
者
」
が
太
極
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
か
か
る
二
者
」
は
、
対
立
相
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
万
有
と
離
在

し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
相
即
し
て
あ
る
こ
と
は
右
に
述
べ
た

と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
所
論
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
。
陰

陽
思
想
に
内
包
さ
れ
て
あ
る
両
義
性
の
故
に
、
太
極
を
「
一
気
」
と
見
る
か
、

対
立
。
相
待
を
支
え
る
二
者
」
と
見
る
か
の
、
解
釈
の
相
違
が
生
じ
る
。

こ
の
太
極
と
陰
陽
と
の
関
係
は
、
無
論
「
周
易
」
の
思
想
的
特
徴
で
あ
る

と
い
え
る
し
、
見
方
を
換
え
る
と
、
後
世
の
諸
家
の
間
に
解
釈
上
様
々
な

想
建
を
生
起
せ
し
め
た
要
因
で
あ
る
と
も
受
け
取
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
『
周
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易
L
の
思
想
内
容
に
即
し
て
み
れ
ば
、
「
陰
陽
」
が
「
二
気
」
で
あ
り
、
か
つ

世
界
の
対
立
相
の
象
徴
で
あ
る
如
く
、
太
極
も
ま
た
「
気
」
に
限
定
さ
れ
る

べ
さ
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
二
気
」
な
い
し
「
原
初
の
気
」
を
単
に
時
問

的
に
捉
え
て
、
陰
陽
に
分
化
す
る
以
前
の
気
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
し
て
、
陰
陽
二
気
を
全
体
把
握
と
し
て
二
気
」
と
見
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
「
一
気
」
は
畢
境
、
広
義
に
捉
え
て
の
二
者
」
に
符
号
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
以
下
に
す
べ
て
の
用
例
を
挙
げ
る
。

　
　
ω
一
陰
一
陽
之
謂
道
、
（
上
・
四
章
）

　
　
②
陰
陽
不
測
之
謂
神
、
（
上
五
章
）

　
　
⑭
陰
陽
之
義
配
日
月
、
（
同
右
）

　
　
ω
鳴
鶴
在
陰
、
其
子
和
之
、
我
有
好
爵
、
吾
与
爾
摩
之
、
（
上
・
六

　
　
章
）

　
　
⑤
陽
卦
多
陰
、
陰
卦
多
陽
、
其
故
何
也
、
陽
卦
奇
、
陰
卦
鵜
、
陽
一

　
　
　
君
而
二
民
、
君
子
之
道
也
、
陰
二
君
而
一
民
、
小
人
之
道
也
、

　
　
　
（
下
・
三
章
）

　
　
⑤
乾
陽
物
也
、
坤
陰
物
也
、
陰
陽
合
徳
而
剛
柔
有
体
、
以
体
天
地
之

　
　
　
撰
、
（
下
・
五
章
）

　
（
2
）
韓
康
伯
の
注
に
、
「
精
気
姻
姐
、
聚
而
成
物
、
聚
極
則
散
而
遊
魂
、

　
　
為
変
也
、
遊
魂
言
其
遊
散
也
、
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
所
の
孔
頴
達
の

　
　
疏
を
も
参
照
し
た
。

　
（
3
）
H
線
は
卦
辞
、
－
線
は
交
辞
で
あ
る
。

　
（
4
）
『
周
易
注
疏
。
が
載
せ
る
院
元
の
校
勘
記
に
よ
っ
て
「
至
」
の
字
を

　
　
補
っ
た
。
「
古
本
、
足
利
本
、
沐
下
有
至
字
」
（
『
周
易
注
疏
』
校
勘

　
記
、
巻
一
－
八
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
意
味
上
、
大
き
な
差
異
は
な

　
い
。
（
5
）
朱
子
は
、
「
初
陽
在
下
、
未
可
施
用
、
故
其
象
為
潜
龍
、
其
占
日

　
勿
用
、
」
（
華
正
書
局
刊
行
本
、
四
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
の

意
味
で
鈴
木
由
次
郎
氏
は
、
「
『
潜
龍
』
は
象
で
、
■
勿
用
」
は
占
で
あ

　
る
。
占
の
中
に
は
教
訓
が
寓
さ
れ
て
い
る
。
」
（
『
易
経
L
上
、
集
英

社
、
六
七
頁
）
と
し
て
い
る
。
両
者
を
参
照
し
た
。

（
6
）
た
と
え
ば
孔
頴
達
の
疏
に
、
「
陰
気
始
凝
結
而
為
霜
也
」
（
巻
一
－
二

　
三
）
と
あ
る
。

（
7
）
こ
う
し
て
み
る
と
、
茎
言
伝
は
陽
気
と
あ
る
か
ら
象
伝
の
「
潜
龍

　
勿
用
、
陽
在
下
也
」
の
「
陽
」
1
陽
交
と
解
さ
れ
る
－
と
は
解
釈

　
を
異
に
す
る
。
だ
が
、
繰
り
返
し
述
べ
る
と
お
り
、
陰
陽
の
気
の
変

　
化
と
易
の
卦
メ
x
の
変
化
と
は
常
に
相
即
す
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

　
て
、
意
味
的
に
は
両
者
の
問
に
差
異
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
問
題

　
は
な
い
。
自
然
界
な
い
し
卦
交
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
表

　
現
が
、
実
は
一
面
性
を
持
つ
の
み
で
は
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
了

　
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ

（
8
）
こ
こ
で
は
広
く
、
主
（
あ
る
じ
）
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
天
地

　
で
言
え
ば
天
が
主
で
あ
り
、
地
が
従
で
あ
る
。
妻
に
対
し
て
は
夫
、

　
臣
に
対
し
て
は
君
が
主
と
な
る
こ
と
は
多
論
を
侯
た
な
い
。

（
9
）
こ
こ
で
言
う
道
は
「
あ
る
べ
き
あ
り
か
た
」
な
い
し
「
お
こ
な
う
べ

　
き
あ
り
か
た
」
と
解
さ
れ
る
。

（
1
0
）
「
疑
」
の
字
を
「
う
た
が
わ
し
」
と
読
ん
で
、
紛
ら
わ
し
い
こ
と
、
と

解
す
る
鈴
木
氏
（
前
掲
書
、
上
、
二
一
六
頁
）
の
説
が
あ
る
。
高
亨
氏
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は
王
引
之
を
引
い
て
、
「
疑
は
擬
と
読
む
べ
き
で
あ
り
、
比
の
意
味

　
だ
。
」
（
。
周
易
大
伝
今
注
L
、
斉
魯
書
社
、
八
七
頁
）
と
す
る
。

（
u
）
「
正
義
日
、
上
六
陰
盛
似
陽
、
為
嫌
純
陰
非
陽
、
故
称
龍
以
明
之
」

　
（
巻
一
－
二
七
）

（
1
2
）
鈴
木
、
前
掲
書
、
上
、
＝
一
六
頁
。
高
、
前
掲
書
、
六
七
頁
。
こ

　
　
れ
ら
を
参
照
し
た
。

（
B
）
事
物
の
「
お
よ
そ
消
極
的
な
る
面
」
と
「
お
よ
そ
積
極
的
な
る
面
」

　
の
意
味
で
あ
る
。
対
立
相
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
存
在
の
消
極
的
・

　
積
極
的
側
面
を
こ
の
よ
う
に
、
言
い
換
え
た
だ
け
で
あ
る
。

（
u
）
た
と
え
ば
、
武
内
義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
（
全
集
、
巻
二
、
一

　
三
九
頁
）
は
こ
の
見
解
を
取
る
。

（
1
5
）
「
以
乾
是
西
北
之
卦
、
西
北
是
陰
地
、
乾
是
純
陽
而
居
之
、
是
陰

　
陽
相
薄
之
象
也
、
」
（
巻
九
－
五
）

（
1
6
）
陰
陽
と
剛
柔
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

　
い
。
十
翼
を
通
読
し
て
陰
陽
と
剛
柔
と
を
厳
然
亡
分
け
る
べ
き
根
拠

　
を
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
氏
が
述
べ
て
お

　
ら
れ
る
と
お
り
、
「
陰
陽
思
想
が
易
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、

　
剛
柔
の
相
対
が
陰
陽
に
よ
っ
て
説
明
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

　
あ
る
。
：
・
か
く
て
陰
陽
思
想
は
易
理
説
明
の
上
に
不
可
欠
の
も
の

　
と
な
っ
た
。
」
（
■
漢
易
研
究
』
、
明
徳
出
版
社
、
二
九
一
頁
）
と
考
え

　
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
7
）
鈴
木
氏
は
「
太
極
を
漢
儒
は
気
を
も
っ
て
説
き
、
宋
儒
は
理
を
も

　
っ
て
説
い
た
。
」
（
『
易
経
L
下
、
三
六
十
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（
1
8
）
こ
の
「
易
」
の
字
は
「
道
」
の
誤
り
で
あ
る
。
繋
辞
伝
の
上
・
四
章

章
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
同
じ
く
氏
の
『
易
経
L

上
（
岩
波
文
庫
）
四
二
頁
で
は
、
正
し
く
「
道
」
と
あ
る
。

（
㎎
）
具
体
例
と
し
て
は
、
『
漢
書
」
の
司
馬
遷
伝
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
易
大
伝
日
、
天
下
一
致
而
百
慮
、
同
帰
而
殊
塗
、
夫
陰
陽
、
儒
、

墨
、
名
、
法
、
道
徳
、
此
務
為
治
者
也
、
直
所
従
言
之
異
路
、
有

省
不
省
耳
、
（
巻
六
十
）

（
易
の
繋
辞
伝
に
「
天
下
一
致
、
同
帰
而
殊
塗
」
と
い
う
。
か
の
陰

陽
家
、
儒
家
、
墨
家
、
名
家
、
法
家
、
道
家
の
ど
れ
も
、
天
下
を

治
め
る
こ
と
を
本
務
と
す
る
者
で
あ
る
。
た
だ
言
い
方
の
方
向
が

異
な
っ
て
お
り
、
各
々
、
簡
略
化
し
た
り
詳
細
に
し
た
り
す
る
部

分
が
あ
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
）
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